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第
三
条
第
三
項
第
三
号
中
「
改
築
」
の
下
に
「
、
移
転
」
を
加
え
る
。

第
五
条
第
四
項
た
だ
し
書
中
「
指
定
資
格
検
定
機
関
」
を
「
指
定
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
機
関
」
に
、「
資

格
検
定
事
務
」
を
「
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
事
務
」
に
改
め
る
。

第
五
条
の
二
の
見
出
し
中
「
資
格
検
定
事
務
」
を
「
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
事
務
」
に
改
め
、
同
条
第
一

項
中
「
指
定
資
格
検
定
機
関
」
を
「
指
定
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
機
関
」
に
、「
資
格
検
定
事
務
」
を
「
建
築

基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
事
務
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
指
定
資
格
検
定
機
関
」
を
「
指
定
建
築
基
準
適
合
判

定
資
格
者
検
定
機
関
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
資
格
検
定
事
務
」
を
「
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
事
務
」

に
改
め
る
。

第
五
条
の
三
中
「
指
定
資
格
検
定
機
関
」
を
「
指
定
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
機
関
」
に
改
め
る
。

第
五
条
の
四
を
第
五
条
の
六
と
し
、
第
五
条
の
三
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
構
造
計
算
適
合
判
定
資
格
者
検
定
）

第
五
条
の
四

構
造
計
算
適
合
判
定
資
格
者
検
定
は
、
建
築
士
の
設
計
に
係
る
建
築
物
の
計
画
に
つ
い
て
第
六
条
の
三

第
一
項
の
構
造
計
算
適
合
性
判
定
を
行
う
た
め
に
必
要
な
知
識
及
び
経
験
に
つ
い
て
行
う
。

２

構
造
計
算
適
合
判
定
資
格
者
検
定
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
行
う
。

３

構
造
計
算
適
合
判
定
資
格
者
検
定
は
、
一
級
建
築
士
試
験
に
合
格
し
た
者
で
、
第
六
条
の
三
第
一
項
の
構
造
計
算

適
合
性
判
定
の
業
務
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
業
務
で
政
令
で
定
め
る
も
の
に
関
し
て
、
五
年
以
上
の
実
務
の
経
験
を

有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

４

構
造
計
算
適
合
判
定
資
格
者
検
定
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
ら
せ
る
た
め
に
、
国
土
交
通
省
に
、
構
造
計
算
適

合
判
定
資
格
者
検
定
委
員
を
置
く
。
た
だ
し
、
次
条
第
一
項
の
指
定
構
造
計
算
適
合
判
定
資
格
者
検
定
機
関
が
同
項

の
構
造
計
算
適
合
判
定
資
格
者
検
定
事
務
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

５

第
五
条
第
五
項
の
規
定
は
構
造
計
算
適
合
判
定
資
格
者
検
定
委
員
に
、
同
条
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
は

構
造
計
算
適
合
判
定
資
格
者
検
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
七
項
中
「
次
条
第
二
項
」

と
あ
る
の
は
、「
第
五
条
の
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
条
の
二
第
二
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
構
造
計
算
適
合
判
定
資
格
者
検
定
事
務
を
行
う
者
の
指
定
等
）

第
五
条
の
五

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
七
十
七
条
の
十
七
の
二
第
一
項
及
び
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
十

七
条
の
三
か
ら
第
七
十
七
条
の
五
ま
で
の
規
定
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
指
定
す
る
者
（
以
下
「
指
定
構
造
計
算
適

合
判
定
資
格
者
検
定
機
関
」
と
い
う
。）に
、
構
造
計
算
適
合
判
定
資
格
者
検
定
の
実
施
に
関
す
る
事
務
（
以
下
「
構

造
計
算
適
合
判
定
資
格
者
検
定
事
務
」
と
い
う
。）を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

第
五
条
の
二
第
二
項
及
び
第
五
条
の
三
第
二
項
の
規
定
は
指
定
構
造
計
算
適
合
判
定
資
格
者
検
定
機
関
に
、
第
五

条
の
二
第
三
項
の
規
定
は
構
造
計
算
適
合
判
定
資
格
者
検
定
事
務
に
、
第
五
条
の
三
第
一
項
の
規
定
は
構
造
計
算
適

合
判
定
資
格
者
検
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
条
の
二
第
二
項
中
「
前
条
第
六
項
」
と
あ

る
の
は
「
第
五
条
の
四
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
条
第
六
項
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
と
あ
る
の

は
「
第
五
条
の
五
第
一
項
」
と
、第
五
条
の
三
第
一
項
中「
者（
市
町
村
又
は
都
道
府
県
の
職
員
で
あ
る
者
を
除
く
。）」

と
あ
る
の
は
「
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
六
条
第
五
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

５

建
築
主
事
は
、
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
申
請
に
係
る
建
築
物
の
計
画
が
第
六
条
の
三
第
一
項
の
構
造
計
算
適
合

性
判
定
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
建
築
主
か
ら
同
条
第
七
項
の
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
の
提
出
を

受
け
た
場
合
に
限
り
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
条
第
六
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
を
削
り
、
同
条
第
十
二
項
中
「
第
二
十
条
第
二
号
に
定
め
る
基
準
（
同
号
イ
」

を
「
第
六
条
の
三
第
一
項
の
特
定
構
造
計
算
基
準
（
第
二
十
条
第
一
項
第
二
号
イ
」
に
、「
、
同
項
」
を
「
、
第
四
項
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
十
三
項
中
「
申
請
書
の
記
載
に
よ
つ
て
は
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第

七
項
と
し
、
同
条
第
十
四
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
十
五
項
中
「
第
十
二
項
及
び
第
十
三
項
」
を
「
第
六
項
及

び
第
七
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
す
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
三
条

前
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
を

含
む
。）は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
検
討
）

第
四
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
道
路

法
及
び
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
道
路
整
備
特
別
措
置
法
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
道
路
の
修
繕
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
五
条

道
路
の
修
繕
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
八
十
二
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
第
百
七
条
」
を
「
第
百
九
条
」
に
改
め
る
。

（
高
速
自
動
車
国
道
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条

高
速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
五
条
第
一
項
中
「
第
三
十
九
条
第
二
項
」
の
下
に
「
、
第
三
十
九
条
の
二
第
五
項
」を
加
え
、「
第
百
七
条
」

を
「
第
百
九
条
」
に
、「
代
つ
て
」
を
「
代
わ
つ
て
」
に
改
め
る
。

（
道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
七
条

道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
四
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
四
項
第
一
号
及
び
第
十
項
第
二
号
中
「
第
十
三
条
第
一
項
第
七
号
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
第
八
号
」

に
改
め
る
。

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

建
築
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
六
年
六
月
四
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

法
律
第
五
十
四
号

建
築
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
六
十
七
条
）」を
「
第
六
十
七
条
の
二
）」に
、「
第
六
十
七
条
の
二
」
を
「
第
六
十
七
条
の
三
・
第
六
十
七

条
の
四
」
に
、「
指
定
資
格
検
定
機
関
等
」
を
「
指
定
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
機
関
等
」
に
、「
第
一
節

指
定

資
格
検
定
機
関
（
第
七
十
七
条
の
二
e

第
七
十
七
条
の
十
七
）」を
「
第
一
節

指
定
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定

第
一
節
の
二

指
定
構
造
計
算
適
合
判
定
資
格
者

機
関
（
第
七
十
七
条
の
二
e

第
七
十
七
条
の
十
七
）

検
定
機
関
（
第
七
十
七
条
の
十
七
の
二
）

」に
、「
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
十
五
」を「
第
七
十
七
条
の
三
十
五

の
二
十
一
」
に
、「
第
四
章
の
三

建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
の
登
録
（
第
七
十
七
条
の
五
十
八
e

第
七
十
七
条
の
六

十
五
）」を
「
第
四
章
の
三

建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
等
の
登
録

第
一
節

建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
の
登
録
（
第
七
十
七
条
の
五
十
八
e

第
七
十
七
条
の
六
十
五
）

第
二
節

構
造
計
算
適
合
判
定
資
格
者
の
登
録
（
第
七
十
七
条
の
六
十
六
）

ó

に
、「
第
百
六
条
」
を
「
第
百
七
条
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
七
号
の
二
中
「
及
び
第
二
十
七
条
第
一
項
」
を
削
り
、
同
条
第
九
号
の
二
ロ
中
「
い
う
」
の
下
に
「
。
第

二
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
」
を
加
え
、
同
条
第
十
七
号
中
「
第
五
条
の
四
第
二
項
」
を「
第
五
条
の
六
第
二
項
」

に
、「
第
五
条
の
四
第
三
項
」
を
「
第
五
条
の
六
第
三
項
」
に
改
め
る
。
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